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Dr. みわの一口コラム： ストックホルムでも走る！  
 ストックホルムで開催された国際学会に参加しました。異常運動とパーキ

ンソン病の専門家が集まる学会で、最先端の研究や治療についての勉強をし

てきました。私も当院で調査させていただいた研究を発表してきました。い

ろいろな刺激を受けて帰ってくるのですが、毎回もっと英語が

できたら・・・と思います。さて、ストックホルムは、６月が

一番良い季節。緯度が高くサマータイムもあるので朝３時台から夜１０時

過ぎまで明るいのです。朝早くから目覚め、会議までたっぷり時間もある

ので早朝ランニングをしました。治安もよくランニングしている人も多

く、安心して早朝ランを楽しみました。少し走ると自然豊かな公園があ

り、朝の爽やかな気候の中運河沿いを走るのは最高の気分でした。 

は市に問い合わせください。そのうち、

大腸癌検診と前立腺癌検診は特定健

診と同時に実施できます。対象となる

方は、特定健診とともに必ずうけていた

だきたいと思います。 

 がん検診は、スクリーニング検査（が

んのある可能性の高い人を見つけ出す

検査）と精密検査（本当に癌かどうか調

べる検査）の２段階に分かれます。スク

リーニング検査は誰でもが受けやすい

簡単な検査になっています。例えば、

大腸癌検診では便を少しとるだけ、前

立腺癌検診は血液検査です。これで異

常が出た場合には精密検査を勧められ

ます。この精密検査を受けなければが

んを見逃す危険が高く、検診の意味が

ありません。 

 がん検診を必ず受ける。精密検査を

すすめられたら必ず検査を受ける。 

今年こそにみなで実行しましょう。そし

て、あなたの大切な人にも是非勧めてく

ださい。 

がん検診受けていますか? 
 

 日本人の死亡原因の第一位はがん。が

んは確かに怖い病気ですが、がんの治療

法は日々進歩しています。がんの種類に

もよりますが、早期発見すれば、負担の

少ない治療で治る病気になりました。い

かに早期に癌を見つけるかによってがん

死亡率を減らすことができるのです。とく

に健診で見つかる癌は早期がんのことが

多く治癒率も高くなります。 

 西東京市では、子宮頸癌（２０歳以上の

偶数年の女性）・乳癌（４０歳以上の偶数

年齢の女性）・胃癌（３０歳以上の男女）・

大腸癌（４０歳以上の男女）・前立腺癌（５

０歳から７４歳までの偶数年齢の男性）・

喉頭癌（４０歳以上の男女）を実施してい

ます。申し込みが必要なので詳しいこと

 ８月２０日（水）～２３日（土）まで夏休

みとさせていただきます。ご了承くださ

い。 ７月１日から特定健診

が始まりました。 



西東京市下保谷4-12-2メゾン泉１Ｆ 
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 今回は「血液をサラサラにして固まり

にくくする薬＝抗凝固薬」について述べ

たいと思います。 

 前回まで、心房細動という不整脈の

結果、心臓の中でできた血の塊が脳

へ飛んで脳血管が突然つまる脳梗塞

（脳塞栓）について述べてきました。そ

れを予防するためには、心臓の中で血

液が固まらないようにする薬（抗凝固

薬）の服用がとても有効です。 

 現在、使われている薬は４種類ありま

す。最も古くから広く使用されている薬

が「ワーファリン」です。この薬の作用は

強力です。血液が固まるために作用する

物質を体が合成するのに「ビタミンK」が

必要です。ワーファリンはこのビタミンK

の作用を妨げることにより効果を発揮し

ます。したがって、ビタミンKを含む食品

を制限することが必要です。納豆・ｸﾛ

ﾚﾗ・青汁などをとることは好ましくあり

ません（納豆好きの人は困ります）。緑

先日娘達の体育大会がありました。上の娘は高

3、最後の体育大会。表には出しませんがかな

りの負けず嫌いです。そして担任の先生が担任

を持つのは最後と知り、クラス優勝に向け意気

込みはいつも以上でした。一種目目は台風の目、クラス全

員気合の入った全力疾走。抜かし抜かされタッチの差で2

位。思わず胸が熱くなりました。その後1位あり、予選落

ちの種目ありで総合4位。結果は残念でしたが、一生懸命

な姿、みんなの笑顔、しっかり目に焼き付き、私にとって

も素敵な1日になりました。   （受付事務 Ｓ.Ｋ.）  

クリニック通信のバックナンバーをご希望の方はどうぞ受付までお申し出下さい。 

色の野菜や海草類は食べ過ぎないよう

にします。さらに、ワーファリンは他の

薬との相性（相互作用）が悪い場合が

あるので注意が必要です。

ワーファリンの作用を弱め

たり強めたりする薬がありま

すので思わぬ副作用の危険

があるのです。医師や薬剤

師のチェックが必要です

ね。 

 ワーファリンの服用量は患者さんご

とに決められます。少ないと効果がな

い、多いと危険ですので慎重にすべき

です。定期的に採血して血液の固まり

やすさをモニターすることが必要で

す。専門的になりますが、PT-INRとい

う値が理想的な安全な投与量決定の

指標になります。次回は、新しく使用で

きるようになったワーファリン以外の薬

について述べたいと思います。 

脳梗塞から脳を守る：そのために （その７） 


